
令和元年度授業改善プラン                          中野区立上高田小学校 

１  全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育目標 

学校の教育目標 「仲良くする子」を今年度の重点目標とし、知・徳・体のバランスのとれた教育活動を推進する。 

○仲良くする子   ○考える子    ○元気な子 

令和年度学校経営方針 

知・徳・体の調和の取れた人間性豊かな児童の育成を目指す。     

○仲良くする子  心豊かで思いやりをもち、互いに協力し合い、自他を尊重できる子 

○考える子    自ら課題をもち、自ら学び続け、正しく判断できる子 

○元気な子    心身ともに健康で、課題や困難に立ち向かい、強い意志をもって最後までやり遂げる子 

※「上高田の大地とともに」、「学校は、地域とともに、子どものためにある」を学校経営の理念として掲げ、今年度末の学校再編

を見据え、充実した教育活動を展開し、児童の自尊感情と愛校心を育み、地域に生きる人材の育成に努める。 

本校の捉える「確かな学力」 

○各教科における基礎的・基本的な知識と技能 

○思考力、判断力、表現力及びコミュニケーション能力 

○自ら学び、問題解決しようとする力 

教育の重点 

①「分かる授業づくり」に向けた日々の授業の充実     ②コミュニケーション能力の育成のための言語活動の充実  

③生命・人権尊重の育成と自己肯定感・有用感の向上    ④学習規律と生活習慣の確立と意欲的に学習・生活に取り組む態度 

⑤校内研究等による個に応じた指導・支援の充実      ⑥体力向上プログラムに基づく体育的活動の推進と健康づくり 

令和元年度の指導の重点                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

＜各教科＞ 

・学びの連続性を重視し、学習評価に基づいたねらいを明確

にした授業実践を行うことで指導と評価の一体化を図り、

基礎的・基本的な知識・技能を習得させる。 

・活用を図る学習活動を積極的に取り入れ、発達段階や個の

実態に応じた指導の工夫を行うことで、「生きる力」の更

なる向上を図り、児童の自ら学ぶ意欲や、課題を見出し、

自ら創意工夫し、解決を図る能力を培う。 

・特別に支援を要する児童において、個別指導計画に基づき、

個に応じた適切な学習指導を行う。 
・「習得→活用→探求」の授業展開を取り入れ、問題解決能

力の解決を図る。また、プログラミング教育では企業出前

授業を取り入れる。 

＜道徳＞ 

・学校の教育活動全体を通して、生命尊重を基盤とした規範

意識を高め、心豊かな児童の育成を図るとともに、道徳性

を養う。 

・道徳教育の全体計画に基づき、学校の教育活動全体を通し

て、道徳性を養い、思いやりの心、規範意識、正義感、伝

統や文化の尊重、環境保全への貢献、公共精神の涵養、環

境保全に貢献する態度、ボランティア精神等を養い、主体

的に生き方を考える態度を育てるとともに、豊かな人間関

係を育む。 

＜特別活動＞ 

・集団活動の基礎基本を身に付け、自発的・自治的な活動を

創り上げる意識と実践的態度を育てる。 

・一人ひとりのよさや可能性を伸ばし、人間関係形成・社会

参画・自己実現を図るとともに、互いのよさを認め合う場

を設けることで、いじめの未然防止につなげる。 

＜総合的な学習の時間＞ 
・「みつばちタイム」の名称で、人や地域とのかかわり・国

際理解・福祉・環境の４つを柱として、主体的・創造的・

協同的に活動に取り組む態度を育てるとともに、探究のプ

ロセスを踏まえた単元を構成する。 

＜生活指導＞ 
・思いやりの心・人権を尊重する態度を育成し、社会生活の

ルール・マナー及び学習や生活における規範意識を身に付

けさせる。 

・「あいさつ」「言葉遣い」「思いやりの心」を重点的に指導

し、年２回の「さわやか旬間」を設定し実践的態度を養う。 

＜進路指導＞ 
・社会の変化に主体的に対応するために、生涯を通じて学ぶ

態度や能力の育成を図る。 

・商店街の職業体験等を通して、生きがいや喜びを身近に感

じさせることで、主体的に将来の進路を選択できるように

支援する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善の視点 指導内容・指導方

法の工夫 

 

・発達段階に応じた繰

り返し学習やノート

指導を充実させ、東

京ベーシックドリル

を活用し基礎的・基

本的な内容の確実な

定着を図る。 

・算数科では３～６年

生での少人数指導に

よる習熟度別学習を

展開し、基礎的・基

本的な知識・技能の

確実な定着を図ると

ともに、個に応じた

きめ細かな指導体制

を確立する。 

・全学年が英語活動に

親しむ活動を通し

て、英語によるコミ

ュニケーション能力

を高める。 

教育課程編成上の

工夫 

 

・余剰時数を活用し、各

教科で定着が不足し

ている内容の反復、補

充、基礎的な学力の定

着を図る。 

・補充学習や朝活動の時

間を活用し、言語感覚

を養ったり、計算力の

向上を図ったりする。 

 

評価の工夫 

 

 

・評価規準、評価計画

に基づき、自己・相

互評価、教師による

評価を行い、個々の

児童への助言や個に

応じた支援を適切に

行う。 

・児童、保護者による

評価、土曜公開や行

事等でアンケートを

実施し、授業改善に

生かす。 

家庭・地域との連

携の工夫 

・保護者会、個人面談を

通して情報共有をし、

児童の健全育成を図

る。 

・家庭の一員としての仕

事の分担をし、自立と

共生を家庭で身につ

ける。 

・地域の施設や人材の有

効活用を図る。 

校内研究・研修の

工夫 

 

・校内研究の研究主題を

「通常の学級におけ

る特別支援教育」と

し、児童自身が個に応

じて課題意識をもっ

て学習に取り組みな

がら、既習事項の定着

を図る指導を充実さ

せる。 

・全教員が研究・研修・

ＯＪＴにかかわるこ

とを通して、指導技術

の向上を図る。 

 

学力向上に向けた任期付短時間勤務教員の活用 

〔算数科の基礎的・基本的な知識・技能の着実な定着のための活用を第一とする〕 

 ○算数少人数指導では、習熟の程度に課題のある学習集団を担当する。第３～６学年の月・火・木・金の授業を担当し、個に応じた

きめ細かい指導を行う。 

 ○算数少人数指導では、教務主任・学年主任・少人数担当教員等と十分な連携を図って指導にあたる。 

○火曜日８時３０分～８時４５分に実施する「算数チャレンジ」では、全７学級を巡回して、必要に応じて個別対応を行う。 

○火曜日・木曜日・金曜日に実施する放課後学習教室「ぐんぐん」では、東京ベーシックドリル等を活用して、個に応じたきめ細か

い指導を行う。 

 ○長期休業期間中に５日間実施する補充学習で指導にあたる。 

ＡＬＴの活用の工夫 

〔移行措置に則り、示された内容や時間数を着実に指導するために活用する〕 

 ○３～６年の外国語活動を通して、英語で児童とコミュニケーションをとり、外国の文化や伝統の紹介を行う。 

 ○１・２年では余剰の時間を活用して、年間５時間程度の授業をＡＬＴとして担当する。児童に英語でのコミュニケーションを体験

させ、英語活動の楽しさを味わわせる。 

 ○日本と異なるＡＬＴの母国の生活や習慣を紹介することにより、多様なものの見方や考え方に気付かせる。 



２ 各教科における授業改善プラン 

（１）国語科 

国語科の重点 

○音読や視写を通して言葉の感覚を養い、語彙を増やすこと。 

○表記のしかたや漢字の知識を正しく習得し、各学年の発達段階に応じた文章を読んだり、書いた

りすること 

○相手意識をもって話したり、聞いたりすること。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

１
年 

・「話すこと」は、話題に

沿って、丁寧な言葉を

使って話すことができ

るようになってきてい

る。声の大きさが十分

でない児童も数名見ら

れる。 

・「聞くこと」は、興味を

もって聞こうとした

り、感想を伝えたりす

ることができてきた。

一方、集中が続かず、

大事なことを落とさず

に聞くことが難しい児

童がいる。 

・「書くこと」は、言葉集

めや言葉遊びを随時行

い、書くことに意欲的

になった。文について

は短文や 3 文で書くこ

とから始めている。自

分で書き進める児童が

いる一方、書くことを

個別に聞きながら対応

する児童もいる。 

・「読むこと」について、

音読は意欲的に取り組

み、リズムよく読めて

いたり、自分なりに工

夫して読んだりできる

ようになってきた。そ

 ・何が必要な事柄か理解で

きない、必要な事柄が思

い出せない。 

 

 

 

 

・集中力が続かない。 

 

 

 

 

 

 

 

・題材に必要な事柄を集め

られない。語と語のつな

ぎ方がわからない。書字

のアウトプットに時間

がかかる。 

 

 

 

 

 

・すらすら読める児童や、

一文字ずつ読む児童な

ど学力差がある。語彙が

少ない。問題の意味が捉

えられない。 

 

 ・他の児童の話を聞いて模倣し

たり、話型を示したりするこ

とで習得できるようにする。

話す話題を先に伝え、必要な

事柄を覚えておけるよう支援

する。丁寧語が使えるようそ

の都度言い直すようにする。 

・聞いた後に復唱する、感想を

言う、質問をするなど「聞く」

ことへの必然性をもたせる。

短い指示、文にする等 1 度に

聞く内容を限定する。 

 

 

 

・写真やイラスト等を例示した

り、友達の作品を参考にした

り、必要な事柄がつかめるよ

うにする。五十音の表を持た

せて確認できるようにする。

書きたいと思う場を設定し、

書く機会を多くする。 

 

 

 

・読むときは、指で文を追わせ

たり読む一文以外を隠したり

などの工夫をする。MIMを活用

し、語彙を増やす。テストや

プリントなどで、問題文を一

文ずつ読ませ、問題の意味を



の一方辿り読みで語の

まとまりが掴めない児

童もいる。読解はまだ

慣れていない。 

・言語事項のうち、ひら

がなの清音の読み書き

は概ね習得している。

また、特殊音節や助詞

については、正しく表

記することができない

児童がいる。 

 

 

 

 

・特殊音節の表記や助詞の

使い方が習得途中であ

る。 

 

読み取ることができるように

練習する。 

 

 

・MIMを活用し、特殊音節の習得

を図る。 

２
年 

・「読む能力」と「言語事  

 項」については、区・ 

 全国平均を上回る結果 

 となった。 

・「話す・聞く能力」と「書 

 く力」については平 

 均値を下回った。 

 ・「話す・聞く能力」につ 

 いては、大事なことを落 

 とさずに聞き取る児童  

 も増えてきたが、話題に 

 沿った質問を考えるこ 

 とに課題がある。 

・「書く能力」については、 

 題材を選び取れない、書 

 きたいことはあるが、語 

 と語・文と文のつながり 

 を考えて書くことが難 

 しい児童が一定数いる。 

 ・全校朝会の話を聞き取って書 

 いたり、それを話題に話をし 

 たりするなど、日常場面でも 

 「話す・聞く」を意識して指 

 導する。 

・題材を選びやすいよう、例示 

 したり、友達の作品を紹介  

 したり、必要な事柄をつかみ、 

 書き出せるようにする。 

・課題のある児童には文型を提 

 示し、語と語・文と文のつな 

 がりを確かめながら書けるよ 

 うにする。 

３
年 

中野区学力調査の結果を

見ると、「書く能力」と「言

語における知識・理解・

技能」は、区平均を上回

っていた。しかし、「話す

聞く能力」と「読む能力」

は、下回っている。この

ことから、丁寧にものが

読む習慣を身に着けさせ

たり、日頃から聞くこと

に意識して学習に取り組

むことが課題。 

 

 ・物語文の読み取りの際、

主人公の気持ちなどを読

み取ったり、行動を考えた

りすることに対して、話の

前後関係を考え取り組む

児童が少ない。 

・説明文の読み取りの際、

文の筋道を考えて、筆者の

意図を読み取ることので

きる児童が少ない。 

 ・図書の時間や朝読書の時間な

どに、落ち着いて本を読む習慣

を身に着けさせていく。また、

「おすすめの本」カードを活用

し、読む能力を培う。 

・物語文だけでなく、科学的読

み物・新聞などいろいろな形式

の文を読む機会を増やし、説明

文に対する苦手意識をなくして

いく。 

４
年 

中野区学力調査の結果を

見ると、「話す・聞く能力」

は、区平均を上回り、「言

語事項」は、ほぼ平均で

あった。しかし、「書く能

 ・読み取りの際、主人公の

気持ちなどを読み取った

り、考えたりすることに対

して早合点して取り組む

児童が多い。 

 ・図書の時間や朝読書の時間な

どに、落ち着いて本を読む習慣

を身に着けさせていく。また、

「おすすめの本」カードを活用

し、読む能力を培う。 



力」・「読む能力」は、下

回っている。このことか

ら、丁寧に読む習慣を身

に着けさせたり、日頃か

ら書くことに対して意識

して取り組めるようにさ

せていったりすることが

大切だと捉えた。 

・必要事項を正しくノート

に書いたり、自分の考えを

書き込んだりする作業が

苦手な児童が多い。 

・「書く」ことに対して苦

手意識を持っている児童

が多い。 

・定期的にノートをチェックし、

上手に書けている児童のノート

を見たり聞いたりして上達を図

る。 

・一言日記や、ニュースタイム。

新聞などいろいろな形式で、簡

単な文を書き、書くことに対す

る苦手意識をなくしていく。 

５
年 

中野区学力調査の観点別

正答率の結果から、話

す・聞く能力、書く能力、

言語についての知識・理

解・技能の項目において、

課題があることがわかっ

た。このことから、基本

的な言語についての知識

を身に着け、日頃から書

くことに対して意識して

取り組めるようにさせて

いくことが大切だと捉え

た。 

 

 ・漢字の読みや書きなどの

学習内容が定着していな

かったり、言葉の意味を理

解で来ていなかったりす

る児童が多い。 

・必要事項を正しくノート

に書いたり、自分の考えを

書き込んだりする作業が

苦手な児童が多い。 

・「書く」ことに対して苦

手意識を持っている児童

が多い。 

 ・繰り返し漢字練習を行ったり、

定期的に漢字ミニテストを行っ

たりすることにより漢字の定着

を図る。 

・音読を通して、言語の意味や

漢字の読み方などを学ばせて

く。 

・定期的にノートをチェックし、

上手に書けている児童のノート

を見たり聞いたりして上達を図

る。 

・一言日記や、ニュースタイム。

新聞などいろいろな形式で、簡

単な文を書き、書くことに対す

る苦手意識をなくしていく 

６
年 

達成率においては、どの

観点も 70％を超えたが、

区平均・全国平均と比べ

たときに、「話す、聞く能

力」が両者を下回った。 

 学級集団の特徴として、

「聞いて理解する」力の弱

さが挙げられる。学習指導

や説明の場面で、教師が口

頭で話すだけでは伝わり

きらないことが多い。 

 学習内容や作業手順などを説明

する際、視覚的に捉えやすい補

助教材や資料などを併用する。

また、口頭で説明されたことを

適切にメモやノートに記述して

おく技能も身に付けさせたい。 



（２）社会科 

社会科の重点 

○地図記号、八方位、都道府県の名称と位置、世界の主な国の名称と位置など基本的な知識の定着

を図る。 

○社会的事象を観察、調査する際に、資料を正しく読み取る力をつけるとともに、調べたことや 

考えたことを表現する力を育成する。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

３
年 

・地図を見て、方角やど

のような施設があるか、

理解することが難しい。 

・学校の周りの地形や土

地の使われ方、交通の様

子など、調べたことを的

確に表現する力が育っ

た。 

 ・地図記号や八方位の読み

取りに不慣れで、地図を見

て土地の使われ方等の特

徴を表せるようになるこ

とが課題。 

 

 

 ・白地図や地図を利用して、社

会的事象の特色を捉える活動を

繰り返し行う。 

・日常的に東西南北の方位を意

識して活動する場面を取り入

れ、繰り返し行う。 

・学習課題と見学・調査の視点

を明確にし、見学・調査にあた

り、その結果や資料を活用しま

とめを行い、学習内容を深める。 

４
年 

社会的事象に興味関心を

もち、学習のまとめとし

て、新聞などに自分なり

に工夫してまとめること

が少しずつできるように

なっている。また、出前

授業などを行うことによ

り、理解をより深めるこ

とができている。一方、

気づきや考えをノートに

表わすことができず、資

料の読み取りや知識理解

が不十分な児童も多い。 

 ・資料から自分の考えや気

づきを新聞やノートに表

わすことができない児童

が多い。 

・知識理解が不十分な児童

がいる。 

・調べる活動において、調

べたことをもとに気づき

やわかったことなど新聞

に表すことができない児

童が２割ほどいる。 

 ・定期的にノートをチェックし、

上手に書けている児童のノート

を見たり聞いたりして上達を図

る。 

・出前授業や実際に調べるなど

の体験学習を行うことにより、

理解を深める。 

・新聞などにまとめる手順を分

かりやすくまとめ、自分から進

んで調べることができるように

する。また、調べる際に、イン

ターネットや本などの資料を活

用できるように準備をしてお

く。 

５
年 

・我が国の食料生産につ

いて興味や関心を高め、

学習することができた。

しかし、理解したことや

わかったことをわかりや

すく表現することに苦労

する児童が多くいる。  

 

 ・知識理解はあるが、複数

の資料から事象を読み取

ることが難しい児童がい

る。 

・都道府県の位置や我が国

の地形について理解がま

だ不十分な児童が多い。 

 ・定期的にノートをチェックし、

上手に書けている児童のノート

を見たり聞いたりして上達を図

る。 

・いくつかの資料かを提示し、

そこからの気付きを大切に取り

上げ、多角的な事象のとらえを

大切にした授業展開を行う。 



・様々な取り組みから、我が国

の地形や都道府県の位置や特色

について理解を深められるよう

にする。 

６
年 

・達成率においては、ど

の観点も 70％を超えた

が、領域別に見ると、「農

業や水産業」は区・都平

均に今一歩届かなかっ

た。 

 ・５年時の社会科学習の取

り組みについて、児童の関

心・意欲が全体的に低い傾

向にあった。より自分達の

身近な事項として捉えさ

せる必要があったことや、

様々な産業に携わる人々

に共感できる授業展開が

不十分だったと考える。 

 ・歴史学習の中で、人物にクロ

ーズアップして時代の様子をつ

かませる授業や、生活に身近な

問題として政治・国際理解に関

する学習に向き合える授業づく

りを心がける。また、５年時に

不十分だった領域について、振

り返って学習内容の定着を図る

機会をつくる。 



（３）算数科 

算数科の重点 

○基礎・基本定着のために、復習を適宜用いた指導上の工夫をする。 

○課題解決型学習の中で、考えを言語化する場を多く設け、思考力の向上につなげる。 

○ユニバーサルデザインに基づいた指導を行い、児童の実態に合わせた合理的配慮の提供を通して、

理解の早い児童も遅い児童も同じように力をつける。 

○東京ベーシックドリル等を活用し、「ぐんぐんタイム」や個別指導を通して、基礎・基本の定着を

図る。 

○数量や図形の学習に関しては、その知識や特徴を日常的に復習し、理解の定着を図る。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

１
年 

・１０までの数について

の数の数え方、数字の

読み方、書き方などに

ついては定着が図れて

いる。８や９、０の正

しい書き方の習熟が図

れていない児童が数名

いる。 

・数図やブロックなどか

ら１０までの数の多少

や大小を比較すること

はできてきている。 

 

 

・５から１０の合成や分

解について、概ね理解

している。 

 

・繰り上がりや繰り下が

りのない足し算、引き

算は、正しく計算でき

るようになってきた。

ブロックや指を使用し

て計算している児童も

数名いる。引き算のほ

うが間違いが多い。ま

た、計算にかかる時間

に個人差がある。 

・足し算、引き算の計算

 ・集中力が持続しない。 

 

 

 

 

 

 

 

・ブロック操作に夢中にな

ってしまう。 

 

 

 

 

・合成の見方より分解の見

方に時間がかかる。数を

まとまりとしてみるこ

とができていない。 

・数えたしや数えひきをし

てしまって、数をまとま

りとしてとらえられて

いない。 

 

 

 

 

 

 

・文章を読み取る力が不十

 ・ノートや黒板に書かせる際に、

数字の書き方を確認し、正し

い書き方で書けるようにす

る。 

 

 

 

 

・ブロックは自分で考える時に

だけ操作をする約束や必要な

教具以外はしまわせ、ブロッ

クを並べる位置等を明確に指

示し、基本的な学習環境づく

りをする。 

・ブロックやおはじき等の具体

物の操作を十分に行うように

する。 

 

・数をまとまりでとらえて計算

できるように、ブロックでの

操作を十分に行い、１０まで

の数の合成、分解は念頭で言

えるように習熟を図る。 

 

 

 

 

 

・足し算や引き算の文章の問題



の意味理解は個人差がと

ても大きい。問題文の読

み取りが不十分であり立

式が正確でなかったり、

問題に正対していなかっ

たりする。特に求差の問

題でつまずく児童が多く

いた。 

分なため、まったく違う

解答をしてしまったり、

答えの数字が先に式に

入ってしまったりして

いる。また、どちらがど

れだけ多いか等の求差

の問題では、正しく答え

を書くことができない。 

 

は、わかっていることや聞い

ていることに線を引かせて、

問題の意味をよく理解させる

ようにする。 

・式を見て、問題のお話つくり

をする活動を通し、「あわせて」

「のこりは」「どちらが」「どれ

だけ多い」などの言葉にも注目

させ、式の意味を十分理解させ

る。 

２
年 

・「数学的な考え方」「数 

 量や図形についての技 

 能」の観点について、  

 区・全国平均を上回る 

 結果だった。 

 

 

 

 

・「数量や図形についての 

 知識・理解」の観点に 

 ついて、区平均を下回 

 った。 

 ・問題の解決について話し 

 合ったり、一つの問題に 

 対して様々な考え方を 

 交流したりする活動も 

 取り入れているが、自分 

 の考えをもてない児童 

 や他者の考えを聞いて 

 理解するのが難しい児 

 童もまだ多い。 

・図形については、経験不 

 足の実態が見られる。  

 （左右が身についていな 

 いなど。） 

 ・計算の仕方や数の仕組みなど、 

 自分の考えをノートに書く際 

 には、既習との違いを明確に 

 し、既習と関連付けて考えら 

 れるようにする。発表の際は 

 分かっている部分を少しずつ 

 児童にリレーして発表させる 

 ことで、集中して話を聞ける 

 ように工夫し、理解を促す。 

・できるだけ体験を取り入れる 

 など、実態に即した授業展開 

 を実践する。 

・演算練習やプリント学習など 

 を多く実施している。 

３
年 

中野区学力調査の結果を

見ると、全体的に区平均

を上回っている。問題の

正答率で見ると、「時こく

と時間」「はこの形」の数

値が低めである。このこ

とより、図形の基礎的知

識の定着と時計の読み方

の定着を図りたい。 

 ・四則計算の仕方が定着し

ていない児童が見られる。 

・既習事項が定着していな

い児童がいる。 

・図形・時刻における性質

の定着が不十分である。 

 ・かけ算九九のプリント学習や

ドリルを繰り返し行う。 

・まとめや復習の時間を設け、

プリントなどにおいて知識と理

解の定着を図る。 

４
年 

中野区学力調査の結果を

見ると、「話す・聞く能力」

は、区平均を上回り、「言

語事項」は、ほぼ平均で

あった。しかし、「書く能

力」・「読む能力」は、下

回っている。このことか

ら、丁寧に読む習慣を身

に着けさせたり、日頃か

 ・読み取りの際、主人公の

気持ちなどを読み取った

り、考えたりすることに対

して早合点して取り組む

児童が多い。 

・必要事項を正しくノート

に書いたり、自分の考えを

書き込んだりする作業が

苦手な児童が多い。 

 ・図書の時間や朝読書の時間な

どに、落ち着いて本を読む習慣

を身に着けさせていく。また、

「おすすめの本」カードを活用

し、読む能力を培う。 

・定期的にノートをチェックし、

上手に書けている児童のノート

を見たり聞いたりして上達を図

る。 



ら書くことに対して意識

して取り組めるようにさ

せていったりすることが

大切だと捉えた。 

・「書く」ことに対して苦

手意識を持っている児童

が多い。 

・一言日記や、ニュースタイム。

新聞などいろいろな形式で、簡

単な文を書き、書くことに対す

る苦手意識をなくしていく。 

５
年 

中野区学力調査の観点別

正答率の結果から、数学

的な考え方、数量や図形

についての知識・理解の

項目において、課題があ

ることがわかった。この

ことより、図形の基礎的

知識の定着や、四則計算

の定着を図ることと共

に、筋道立てて考える力

をつける必要性を感じ

た。 

 

 ・四則計算の仕方が定着し

ていない児童が多い。 

・自分から進んで解こうと

する児童がいる反面、わか

らないと初めから解く気

力がない児童がいる。 

・既習事項が定着していな

い児童がいる。 

・自分の考えをもち工夫し

て取り組むことに意欲が

もてない児童が多い。 

 ・四則計算のプリント学習やド

リルを繰り返し行う。 

・毎時間、ノートに式や答え以

外に自分の考えをかく場所を設

け、筋道立てて考える学習に重

点を置く。 

・まとめや復習の時間を設け、

プリントなどにおいて知識の定

着を図る。 

６
年 

全領域において、区・都

平均を上回り、達成率も

７０％を上回った。しか

し、個別に見ると基礎的

な学習内容が定着してい

ない児童が３割ほどお

り、新しい学習内容が積

み上がっていかない現実

がある。 

 教科における学力の差が

大きくなり、「できる」「で

きない」の二極化が顕著で

あるため、「できない」児

童の意欲が低下しがちで

ある。 

 習熟度別少人数指導では、各単

元開始前にレディネステストを

実施し、単元導入前の基本事項

が定着していない児童には少数

制で丁寧な指導を行う。また、

定期的に既習事項を振り返り定

着を見直す機会を取る。重ねて、

毎週木曜日に実施する「算数チ

ャレンジ」の時間に、四則計算

の基礎学力の底上げを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習熟度別少人数指導の充実及び任期付短時間勤務教員活用の工夫 

・算数少人数クラスで児童への個別対応を行う。 

・放課後補習教室「ぐんぐん」での児童への指導を担当する。 

  



（４）理科 

理科の重点 

○観察・実験する際に、実験方法や結果の予想をすることで活動に見通しをもち、調べたことや考

えたことを筋道立て、表現する力を育成することで、科学的な見方や考え方を養う。 

○児童の興味や関心をひく生活上の問題や教材に即して、児童が主体的・活動的に学習を進め、 

問題解決をしていくことで実感を伴った理解を図る。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

３
年 

・授業を意欲的に取り組

んでいる児童が多い。 

・植物、生物の観察では、

観察結果をどのように表

現するのか戸惑う児童が

見られた。 

 ・児童が適切に観察結果を

表現できるようになるこ

とが課題。 

 

 

 

 ・観察の際は、視点を具体的に

伝え、表現がしやすくなるよう

指導を行う。 

・理科用語を定着させ、表現が

しやすくなるよう指導を行う。 

４
年 

・授業に興味関心をも、

取り組んでいる児童が多

い。 

・季節の生き物や植物に

ついて、図鑑やインター

ネットなどを使って調べ

ることにより、興味をも

ち進めることができた。 

・理科の用語が十分に定

着していない。 

 ・調べ学習において、何を

調べて、どのように書いた

らいいのかが分からず、自

分から進めることができ

ない児童がいる。 

・理科の用語が十分に定着

していないので表現の仕

方がわからない児童が３

割ほどいる。 

・実験をする際、予想を立

て、根拠がなんなのか自分

の考えをもつことができ

ない児童がいる。 

 

 ・調べ学習のために、インター

ネットや図鑑を見る時間を十分

に取り、進められるようにする

とともに、学習の流れを掲示し

て進めやすくする。 

・理解を深めるため、実物を使

ったり、代替え教材を使ったり

する。 

・理科の用語については、プリ

ントなどで繰り返し行う。 

・実験の際のノート指導では、

「実験内容」「予想」「結果」を

書くことを基本とし、「予想」で

は、理由も書くよう指導する。 

５
年 

・生物単元に対する興味

関心は高い。 

・理科の用語が十分に定

着していない。 

・正確に実験に取り組む

児童とそうでない児童と

の差が大きい。 

・都の学力調査の結果か

ら、全ての観点において

都の平均を下回り、課題

があることがわかった。

 ・仮説や結果のまとめ等を

論理的に記述することが

できないことから、学力と

しての定着につながず、仮

説やまとめの時間をしっ

かり設定することが必要

である。 

・理科の用語が十分に定着

していないので、発言や発

表につながらないことが

あり、用語の的確な理解を

 

 

 

調べ学習のために、インターネ

ットや図鑑を見る時間を十分に

取り、進められるようにすると

ともに、学習の流れを掲示して

進めやすくする。 

・理解を深めるため、実物を使

ったり、代替え教材を使ったり

する。 

・理科の用語については、プリ

ントなどで繰り返し行う。 

・実験の際のノート指導では、



特に、知識・理解では、

都の平均より１０ポイン

ト低く、学習したことが

定着できていないことが

わかった。 

定着させることが重要で

ある。 

・実験をする際、予想を立

て、根拠がなんなのか自分

の考えをもつことができ

ない児童がいる。 

「実験内容」「予想」「結果」を

書くことを基本とし、「予想」で

は、理由も書くようにし、実験

の一連の流れとその意味につい

て理解を深めさせる。 

６
年 

達成率においては、どの

観点も 70％を超えたが、

内容別に見ると、「人の誕

生」や「ふりこのきまり」

は区・都平均に今一歩届

かなかった。 

 自然事象について、追及問

題をしっかりと把握し、自

ら予想を立て、その検証方

法を考えて実践し、結論を

得るという学習のサイク

ルを、どの児童にも確実に

達成させたい。 

 

 自分で考える時間、グループや

学級全体で意見を出し合う時間

の区別を明確にし、自分でしっ

かりと問題に向き合う時間を大

切にする。また、正しい自然法

則を導けるよう、実験方法の手

順や行い方を確実に伝えられる

よう、説明を聞く際にルールを

守ることを徹底する。 

 



（５）生活科 

生活科の重点 

○個々の気付きの質を高めるため、気付きに共感する姿勢で児童に向き合い支援する。 

○体験的な活動の中で、気付きの幅を広げるため、お互いの気付きを伝え合い交流する場を確保す

る。 

○地域や保護者の方と関わる機会をもち、様々な人と触れ合えるようにする。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

１
年 

・「わくわくどきどきしょ

うがっこう」の学校探

検では、2 年生のリー

ドで校内を回り、いろ

いろな教室があること

に気付くことができ

た。1 年だけでの探検

で主事先生などとのか

かわりを大切にしたこ

とで、その後の挨拶に

つながっている。 

・「きれいにさいてね わ

たしのはな」では、あ

さがおを育てることに

よって、成長の変化に

気づき、継続して世話

をすることができた。 

・春運動会ということも

あり、公園探検や昆虫

採集の時間を確保でき

なかった。 

 ・通学路における危険箇所

や安全を守ってくれる

人々への気づきが少な

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

・朝顔の観察カードをかく   

ときに経験の違いもあ

り、力の差が大きく時間

差が生じる。 

 ・生活指導ともかかわるが、校

外学習の際などに、危険箇所

やお世話になっている人に意

識が向くように指導する。 

・２年生とのかかわりを通年で

もつ。また、地域に出かけた

り、地域・保護者の方を招い

たり、話を聞く・発表するな

どの活動を通して、様々な人

とふれあえるようにする。 

・観察する視点を明確にして、

支援する。かく時間も十分に

確保する。友達のかいたカー

ドのよいところを共有するこ

とでかき方を学べるようにす

る。 

・・公園探検は、年間計画を見直 

し、秋以降取り入れる。 



２
年 

・学校探検や名刺交換会

では、1 年生に丁寧に

優しく教えることがで

き、自分の成長を実感

することができた。 

・「目指せ野菜名人」では、

野菜の成長を観察し、

手入れをして、収穫の

喜びを味わうことがで

きた。 

・「まちが大すきたんけん 

たい」では、自分の住

んでいる町にあるお店

や施設に目を向けなが

ら、五感を使った発見

をすることができた。 

 ・活動が断片的になり、関

心・意欲が持続せず、児

童の思いや願いをもと

に学習を展開できない

ことがあった。 

・1 年生との関わりや、個

人的に地域の人との関

わりをもつ機会はあっ

たが、学年全体としての

身近な人々との関わり

はもてなかった。 

・気付きを共有し、気付き

の質を高める手立てが

足りなかった。 

 

 ・単元全体の見通しをもたせ、

常時、活動を促す声かけ、働

きかけをすることで、必然性

のある学習活動を行う。 

・１年生との関わりを年度当初

だけでなく、通年で関わりが

もてるようにする。また、地

域・保護者の方を招いたりし

て、話を聞く・発表するなど

の活動を通して、あいさつや

会話、お礼の手紙を書くなど、

様々な人とふれあえるように

する。 

・気付いたことを発表する場を

設け、気付きの共有を図る。 

 



（６）音楽科 

音楽科の重点 

〇自分や友達の音を聴いて合わせる気持ちや、自分の力でできるようにする力を育てる。 

〇ペアやグループデの学び合い活動を通して、児童同士での学習のコミュニケーションを深められ

るようにする。 

〇思いや意図をもって表現や鑑賞の学習活動に取り組めるようにする。 

○ゲストティーチャーや地域の人材を生かし、生の音楽に触れることで音楽を愛好する心情を育て、 

自身の学習活動への意欲の向上、実践へとつなげていく。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

１
年 

リズムに気を付けて歌っ

たり、曲想（速度による

曲の感じの違い）を感じ

取りながら歌ったりする

ことができている。また、

即興的に自分でリズムを

つくって表現をすること

を継続して指導したこと

により表現力を高めるこ

とができた。一方器楽の

学習においては、能力に

個人差があり、スムーズ

に演奏できる児童と、音

を追うのがやっとという

児童で分かれてしまう。 

 音を出すことから音楽へ

とつなげていけるように

していく必要がある。音と

音楽の違いを明確にし、音

楽としてとらえる姿勢を

育成していく必要がある。 

 様々な音の出し方を試したり、

音楽で求められている表現を身

体表現から探してみたりして、

音から音楽へとつなげていくよ

うにする。また、児童の想像力

を働かせられるような発問をし

て、表現へとつなげやすくでき

るようにする。 

２
年 

声を合わせて歌う、音を

合わせて演奏する、とい

うこと自体は積極的に取

り組み、音に反応したり

音楽の雰囲気を感じとっ

たりしながら表現するこ

とはできている。しかし、

自分たちが演奏しないと

ころ（前奏、間奏、後奏

など）で音を出さないと

いうルールが徹底しきれ

ていない。 

 自分の出している声や楽

器の音色を大切にするこ

とはもちろん、友達の音も

よく聴き、互いに音を合わ

せるということを学習の

中で気付き、生かしていく

ことが課題である。また、

音を出さない時間も音楽

では必要なことを受け入

れられていないことも課

題である。 

 グループに分かれて、聴き合う

学習活動を取り入れるようにす

る。そのことにより、音楽を客

観的に捉えることができ、自分

の音はもちろん、友達と音を合

わせることの大切さや、音を出

すとき、出さない時の重要性を

感じ取れるようにする。 



３
年 

音楽に対する意欲は特に

歌唱において強い。器楽

学習においては、新しく

リコーダーが導入され、

積極的に取り組む姿勢は

あるが、指の操作におい

ての能力に個人差が大き

い。また、思うように音

が出せないことで苦手意

識をもつ児童もいる。 

 歌いたいという意欲をさ

らに高めるために、様々な

表現の工夫に取り組んで

いるが、なぜその表現が必

要なのかを理解していな

いところがある。器楽につ

いては、習得する技能をな

るべく細かなステップで

取り組めるようにしてい

く必要がある。 

 教師の発問を表現の工夫につな

がる内容で、かつ、児童が捉え

やすい内容であるようにする。

器楽については、スモールステ

ップを大切に、簡単な指づかい

でも曲らしさを感じられる教材

を使用したり、限定された音を

使った音楽づくりなどと関連さ

せたりして、楽しみながら技能

を習得できるように工夫する。 

４
年 

歌唱学習は積極的に取り

組んでいる。歌う意欲は

高いが、学習を深めるこ

と、響きのある声で歌っ

ていくことについてもう

少し関心を持たせること

が課題である。器楽にお

いては全体で音を合わせ

ることができるようにな

ってきた。音を出すだけ

ではなく、聴くというこ

とに焦点を当てることが

課題である。 

 歌いたいという意欲と学

習する上で必要な表現が

結びつかないところがあ

る。器楽においては、表現

を深めるというところま

で至れていないことが課

題である。 

 歌っていることを十分に認めな

がら、よりよい表現に結びつけ

る内容を指導するようにする。

器楽については曲想というとこ

ろに常に着目させ、技能だけで

なく表現も大切であることを継

続して指導する。 

５
年 

個人個人では歌唱におい

ても器楽においても楽し

んで取り組むことができ

る。しかし、全体の音の

バランスを考えたり、曲

想を理解したりして全体

で合わせることにおいて

は意欲が乏しく、課題で

ある。 

 音を聴き合って合わせる

ということが歌唱・器楽に

おいて共通の課題である。

自分の音と周りの音が合

わさるという意識をもて

るようにしていく必要が

ある。 

 音が合っていることを実感させ

るために、聴く人と演奏する人

に分かれて学習したり、録音や

録画をして客観的に自分たちを

演奏をとらえたりする機会を設

けるようにする。 

６
年 

音楽の仕組みを理解し、

和声の変化を感じ取りな

がら歌唱や器楽の表現に

取り組むことができた。

また、友達と学び合う活

動の機会を増やしたこと

で、互いの音を聴き合っ

て学習に取り組むことも

できた。このような学習

形態を継続して取り入

 友達同士で学習する際に

教師から言われたことだ

けをやるのではなく、自分

たちで意見を交換したり、

より学習を深めるための

思考力や対話力をもたせ

たりすることが課題であ

る。 

 2 人で行う学習で互いの音楽に

ついて意見を交換し合える環境

からスタートし、思考力や対話

力を養えるようにする。そこか

ら発展させ、グループで活動で

きるようにし、そこでの思考力

や対話力の充実につながるよう

にする。 



れ、自主的な学習へつな

げていくことが課題であ

る。 

 



（７）図画工作科 

図画工作科の重点 

○「作品の発表、鑑賞」「話し合い」「よく考えること」などの活動を通して、一人ひとりがもつ創

造性や表現力を伸ばし、育てる。 

○作品を見て交流したり、アドバイスをしあったりする場を設定し、自分や友だちの個性や良さを

認め合い、お互いを高め合える人間関係をつくる。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

１
年 

・造形活動に意欲的だが、

作品の質を高めようとす

る意識が低いことが課題

である。 

 ・題材をすぐ終わらせよう

とする。 

 

 ・参考作品などで丁寧な作品の

見本を見せ、目標を高くもたせ

る。 

２
年 

・造形活動に意欲的な児

童が多いが、手先の使い

方など技能面での個人差

が大きい。理解しないま

ま進めてしまう。 

 ・材料や道具を使いこなせ

ていない。 

・理解しないまま作り、失

敗してしまう。 

 

 ・班ごとの技能の高さを揃え、

お互いを見合えるようにする。 

・聞く際の姿勢を徹底するとと

もに、不安があれば質問するよ

うに指導する。 

３
年 

・全体的に落ち着いてい

るが、技能面や進捗に個

人差がある。 

 ・できあがる作品が小さく

まとまる事が多い。 

・作るのが極端に遅い児童

がいる。 

 

 ・参考作品や制作途中で広がり

のある作品や元気な作品を紹介

してその良さを感じさせる。 

・班ごとの技能の高さを揃えお

互いに見合えるようにする。 

４
年 

・造形活動に意欲的だが、

基礎的な技能の定着を図

る必要がある。 

 ・用具や材料を扱う際、同

じ課題でも児童ごとに完

成度が異なってしまう。 

 ・用具や材料の適切な使い方の

指導を徹底し、用具の扱いな

どの経験を積ませていく。 

・できた事はよく褒める。 

５
年 

・造形活動に意欲的だが、

計画的に作ることが苦手

な児童が多い。題材から

逸れてしまう事もある。 

 ・期限までに作品を完成で

きない児童がいる。 

・題材から逸れた作品を作

ってしまう。 

 ・授業ごとの進捗目標を確認し、

間に合わない場合は休み時間等

に仕上げさせ進度を揃える。 

・題材のめあてを確認する。 

６
年 

・落ち着いており、じっ

くり課題に取り組む児童

が多いが、作り始めるま

でに時間が掛かる児童も

いる。 

 ・計画を立てられず、授業

中何もできなかったり、期

限までに作品を完成でき

ない児童がいる。 

 ・完成図を描かせる。 

・参考作品等で見本を見せ、イ

メージを思い描きやすいように

する。 

 

 

 



（８）家庭科 

家庭科の重点 

○経験を増やすため、作業や実技の学習方法を見直し、より実践的な活動にする。 

○得た技能や知識が生活にいかせることを実感させるよう、家庭での実践の機会を設ける。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

５
年 

・実習、体験的な学習に

より、児童の関心意欲を

高めることができたが、

理解度は個人の生活経験

によるところが大きい。 

・食生活に関する学習で

は、生活経験によるとこ

ろが大きい故に、実習や

体験を増やすことを通し

て食育にもつなげていく

必要がある。 

・衣服の学習では、意欲

は高いが、簡単な裁縫の

技術が身に付いていない

児童がいるので、個に応

じた指導が必要である。 

 

 ・生活経験の個人差が大き

い。 

・食に対する意識が低く、

調理を経験することで栄

養のとり方や調理の工夫

について意識を高める必

要がある。 

・技能として「できること」

を増やすだけでなく、方法

や仕組みについて正しく

理解させることで、技能の

定着を図る必要がある。 

 

 

 ・実習等の児童の活動時間を

多く設定し、体験することで、

生活経験による個人差を小さく

していく。 

・学習内容を生活と結びつけ

て考えさせ、技能を高めるだけ

でなく、理解も深めていけるよ

うにする。 

・学校で学習したことを実生活

でも実践するよう促す。 

６
年 

・日常生活から課題をみ

つけることは、よくでき

るが、それを改善する方

法を考え、実践しようと

する態度、能力は、個人

差が大きい。 

 

 ・実習が、そのときだけの

楽しい体験に終わってし

まい、家庭生活に生かそう

とする態度の定着が難し

い。 

 

 

 ・単に知識だけを入れるのでは

なく、体験やその活動と意味付

けを理解させ、必要感を実感さ

せる。具体的な例を挙げ、生活

の中でどうすべきか考えられる

ようにする。 



（９）体育科 

体育科の重点 

○技能や経験の差が小さい低学年から、様々な運動遊びを通して体を動かす経験を増やす。 

○技能に差があっても高い意欲で運動できるように、技能に応じた場を設定したり、ルールを工夫

したりする。 

○運動の経験を増やしたり持久力をつけたりするために、体力向上月間には全校で実効性のある 

活動を行うとともに、日ごろからの外遊びを励行する。 

【小学校】 

現状分析（成果と課題）  授業改善プラン 

分析内容  指導上の課題  改善案 

１
年 

・整列や前へならえなど、

集団行動が素早くでき

ている。 

 

・マット遊びでは、経験

の差もあり、手を使っ

て体を支持する運動に

差が見られた。また、

「転がる」動きでは、

ほとんどの児童が前転

がりをすることができ

ていたが、手の平をし

っかりとマットにつけ

て回転することが難し

い児童もいた。 

・水遊びでは、プールの

使い方やきまりを守

り、安全に活動するこ

とができた。しかし、

今年度は天候の関係で

１回しか入れておら

ず、水に慣れ親しむ時

間を確保できなかっ

た。 

 ・集団行動に取りかかるの

が遅かったり、指示通り

に行動できなかったり

する。 

・手で体を支持したり、ゆ

りかごの転がる基本の

感覚を身に付けたりす

ることについて、経験の

差が大きく、体をうまく

使えていない。 

 

 

 

 

 

・1 年生は初めてなので着

替えなどに時間がかか

った。 

・水に顔をつけることが苦

手な児童もいる。 

 ・整列ゲームなどを取り入れ、

取り掛かりの遅い児童も、意

欲的に素早く並べるよう工夫

する。 

・手で支持する動きは、跳び箱

遊び等にもつながったり、転

倒時に自分の体を守ったりす

る際にも重要な動きなので、

授業序盤の体づくりの運動に

取り入れていく。 

 

 

 

 

 

・早く着替えはじめるようにし

て授業が定刻の時間に始めら

れるよう注意する。 

・水泳指導の後半は泳力別に分

けて個別指導を行う時間を確

保する。 

・夏休み明け、天候を見ながら

プールに入る時間を確保し、

水に入ることを楽しむ活動か

らスモールステップ化して水

に慣れさせていく。 

２
年 

・固定遊具や鉄棒、ボー

ル運動など経験による

差が大きい。全体的に

運動遊びの経験が少な

い。 

 

 

・固定施設に触れる機会が

少ない。 

・元気に外遊びに出かける

が、決まった遊びになり

やすい。 

 ・再編工事で固定施設に触れる

機会を確保できない部分があ

るので、ねらいを意識し、代

わりとなる運動を取り入れる

ようにする。 



 ・様々な体の動かし方の経

験が少なく、技能の上達

につながらない児童が

いる。 

・授業で様々な集団での遊びを

教え、休み時間など遊べるよ

うにする。  

・楽しく、安全にゲームなどす 

 るために自分たちでルールを 

 工夫する授業をする。 

・コーディネーション運動を取 

 り入れたり、目指す動きに必 

 要な要素を細分化して練習 

 したりすることで、技能の上 

 達につなげる。 

３
年 

・運動に対する意欲は高

い児童が多い。 

・技能の個人差が大きい。 

・勝敗を伴う運動におい

て、トラブルになること

が多い。 

 

 ・技能に個人差があり、そ

のため学習意欲が低くな

り、運動を楽しめなくなる

児童がいる。個人に合った

運動領域における技能を

高めることを通して、運動

への楽しみ方を実感きる

指導が課題。 

・勝敗を伴う運動では、チ

ームで話し合いの時間を

設け、励まし合いながら活

動に取り組むことができ

る指導が課題。 

 ・単元ごとに、必要な技能を高

めるために、学習の流れを定着さ

せ、自分から進んで取り組めるよ

うにしていく。 

・自分のめあてを明確にして、

めあてに向けた運動に取り組ま

せる。 

・勝敗を伴う運動において、チ

ームで協力しながら練習し、得

意な児童と苦手な児童で互いに

工夫し合いながら、協力して楽

しむ場を設定する。 

４
年 

・体育学習に対する意欲

は高い。特に陸上競技

系やゲーム系の領域で

意欲が高い。 

・休み時間などにおいて

も、体を動かして遊ぶ

ことを好む児童が多い

が、中には、体を動か

すことを好まずない児

童もいる。 

・勝敗を伴う競技では、

結果などにおいてトラ

ブルになることもあ

る。 

 

 ・どの領域においても運動

技能の差が大きく、その

運動を十分に楽しむた

めの技能を高めること

が課題となる。 

・勝敗を伴う運動におい

て、結果を受け入れる態

度が充分に育まれてお

らず、トラブルになる場

合もある。 

・協力することの良さが分

からない児童がいる。 

 ・単元ごとに、必要な技能を高

める活動を帯で取り、継続的

に取り組む時間を設ける。 

・個人差があることを自覚させ、

カードを使って、自分の目当て

に向かって取り組ませるように

する。 

・勝敗を伴う運動において、チ

ーム練習や話し合い活動を取り

入れながら、協力していくこと

の楽しさを味合わせる。 

 

 



５
年 

・学習に対する意欲は高

い。特にゲーム、走・跳

の運動の領域で意欲が高

い。 

・得意な児童と苦手な児

童の差が大きい。 

・男女によって好む運動

が違う。 

・勝敗を伴う運動におい

てトラブルが出ることが

多い。 

 ・どの領域においても運動

技能の差が大きく、その運

動を十分に楽しむための

技能を高めることを通し

て、関心意欲の個人差を小

さくすることが大切であ

る。 

・勝敗を伴う運動におい

て、チームで協力していく

ことの意味が分からず責

め合ってしまうことが多

い。 

 

 ・単元ごとに、必要な技能を高

めるために、学習の流れを定着

させ、自分から進んで取り組め

るようにしていく。 

・個人のめあてを明確にもち、

目標をもって取り組めるよう学

習過程の工夫が重要である。  

・勝敗を伴う運動において、チ

ームで協力しながら練習をし、

得意な児童が苦手な児童に教え

るなど工夫してできるようにし

ていき、協力していくことの楽

しさを味合わせる。 

６
年 

運動技能の高い女子児童

が多く、特に陸上運動や

水泳領域でその傾向が顕

著である。一方、男子児

童においては、特定の領

域において技能の高い児

童が半数ほどおり、総合

的に技能の低い児童が半

数ほどいる。学級集団と

しては、学習規律やマナ

ーを守れる児童が多い一

方、勝つために頑張ると

いうような積極性に欠け

る傾向がある。 

 技能差が大きいために、集

団としてのスポーツを楽

しめなかったり、運動の本

質的な楽しさを味わえて

いないために、全力で運動

しなかったりする事例が

見られた。 

 ・児童がもっている力で楽しめ

る教材を選び、ルールや行い方

をしっかりと理解させて取り組

むようにする。 

・各領域において、「楽しさ」の

質に触れられる学習過程、学習

課題を与え、全力で取り組むこ

との楽しさ、爽快さについて繰

り返し呼び掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


